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構造と比べ、約 3 割低減できることを示している。 














 第 5 章では、温度情報を用いた積層マイクロリアクタの閉塞診断について検討した
結果をまとめている。マイクロリアクタで閉塞が発生した際、閉塞箇所に近い温度セ
ンサほど、温度測定値の変化は大きい。そのため、閉塞は最も大きな温度変化を示し
た 2 つのセンサの間に必ず存在する。この知見を用い、これら 2 つの温度センサの測
定値の変化の比を用いて、それらの間にある段の閉塞を診断するシステムを提案して
いる。そして、積層型マイクロリアクタへ適用した結果、積層数より少数のセンサで、
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各段の様々な度合の閉塞を診断できることをシミュレーションにより確認している。 
















































することにより、2 つの流量センサのみで４から 8 流路の閉塞を診断する手法を開
発した。 
(7)設備更新を考慮した連続運転法の提案：差圧制御と流量情報を用いた閉塞診断法を
組み合わせることで、閉塞装置の検出、特定、取り外しから新しい装置の取り付け
までの間、他の系列に影響を与えず実施可能な運転法を提案した。 
 このように本論文は、マイクロリアクタの特徴を考慮した設計と操作の方法論に関す
る研究結果をまとめたものであり、新規で有用な知見を多く含み、学術上、実際上寄
与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として
価値あるものと認める。また、平成２７年５月２０日、論文内容とそれに関連
した事項について試問を行った結果、合格と認めた。  
 
 
